
 

 

 

 

 

 

 

昨年度の「広報いいだ」でもお知らせしましたが、令和元年末に管内の農場でアカバネ

病ウイルスの抗体が確認されました。同年、隣接県においても複数の農場で抗体が認め

られました。 
 

ワクチン接種で地域全体の免疫率を高め、ウイルスの感染を抑制しましょう。 

アカバネ病は 

妊娠牛にアカバネ病ウイルスが感染し、異常産を起こします 

・ウイルスの流行時期は夏から秋にかけて、主な媒介昆虫はヌカカ 

・胎子感染：妊娠牛が感染すると異常産を起こす 

（流産、死産、早産および先天性の奇形を伴った異常子） 

・生後感染：後肢麻痺等による起立不能、神経症状（狂騒、知覚過敏など） 

・予防：ワクチン接種、牛舎周辺の蚊の駆除（殺虫剤散布） 
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 ｢毎年｣アカバネ病ワクチンを接種しましょう！ 

→アカバネ病の流行が危惧されています 

異常の通報は飯田家畜保健衛生所へ！ 

電話 ０２６５－５３－０４３９ 
 

ワクチン接種で、アカバネ病から胎子を守ろう 

 

 

吸血昆虫が活動を始める前(６月頃)までに、 

アカバネ病ワクチンを接種しましょう。 

詳細は担当の獣医師にご相談ください。 

【飯伊衛指協価格：1,650 円/頭税込）】 

 

出典：農研機構 動物衛生研究部門 
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